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論 文 内 容 の 要 旨

二次元ワイセンベルグ Ⅹ線写真のデータを基にしてこの鉱物の結晶構造の決定を行なったものである｡

最初の一歩は各方向の投影面のうち種々の考察から原子のその面についての投影が重畳しない方向を選

択し, そのパターソン合成 P (U V ) を計算し, その解析から重原子 Cu の座標値を求めた｡ この座標値

から F (hko) に対する Cu 原子の寄与を知り, 実測の構造因子と此較して F (hko) の+ または- の符号

を決定することが出来た｡ これらの ±F(hko) 値を用いて二次元フーリエ合成 p(Ⅹy) を試み, 原子の

座標の近似値を得, これを繰り返えすことによって, 正確度を高め, ついて Ⅹy一座標の最終値に到達した

のである｡ さらに Z-座標値については同様の操作によって得た二次元フーリエ合成 p (ⅩZ)および p (yz)

から決定された｡

決定された本鉱物の構造には配位の異なった二種の銅原子が存在することがわかった｡ その- はCu-OH

距離 1.91-2.01A の 4 個の OH をほぼ平面上に持ち, Cu-OH 2.36A ,Cu10 2.49A の距離にこの平面の上

下に 0 および OH が位置するもので, あわせて一種の歪んだ八面体配位を持つ, 他は3個の OH と 1個

の0 を 1.9411.99Å の距離に同様, 平面的に持つが残りの 2 個の0 原子は 2.34A の距離にあって, これも

ともに歪んだ八面体配位となっている｡ そしてこれらの八面体は Cu-0 および CuOH の連結によってC

軸方向に延びている｡

このような Cu 原子の配位は Cu を含む化合物に典型的なもので同じような平面的四配位は孔雀石 Cu2

(COB)(OH )芝および藍銅鉱 Cu3(COB)(OH )2 に既に見出されているがこれにさらに- ロゲン鉱物, たとえ

ば atacam ite CU皇(OH )8Cl にもこの例がある｡

参考論文 Ⅰは黄鉛鉱, PbM oO4, 参考論文 IIは Linarite,PbCu(soヰ) (OH )2 を 主論 文に用いられたと

同じ方法を用いてそれぞれ結晶構造を決定 したものである｡ これらの鉱物はいずれも重原子を含み, 著者

の含重原子鉱物結晶構造研究の一環をなすものである｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

主論文は著者が数年来行なっている含量原子鉱物の結晶構造の研究の一つであって Cu を含む硫酸塩鉱

物 A ntlerite を扱っている｡

元来重原子を含む化合物の結晶構造を決定することは種々の困難がある｡ 重原子そのものの位置はその

強い反射能のため比較的容易に決定されるのであるがその遮蔽のため軽原子群特に0 あるいは O H の正確

な位置決定はほとんど不可能に近い場合が多い, 従来は重原子の既知の配位から, 可能性のある位置を推

定 し, それを基とした計算から最終の結論に達するという方法が採用されていたことが多い｡

著者はそのような方法を排 し, 純粋にパターソン解析およびフー リエ解析を繰 り返えすこt.によって近

似を高め, ついて最終的に到達 したのである｡

到達した構造は Cu の配位につき従来知られた知識と完全に一致 し, 原子間距離においても良好な数値

を得ている｡

参考論文 ⅠおよびⅢも含重原子鉱物の結晶構造の研究に主論文と同様の方法で成功したものである｡

要するに, 著者荒木孝治は鉱物学特に含重原子鉱物結晶構造の研究において, 客観的方法を用いて良好

な結果を得ることに成功し, これまで他の種々の方法で得られた知識のうち正 しいものを再認 し, 誤れる

ものを排除 したのであって鉱物学, 結晶学に寄与するところ大きい｡ よって, 本論文は理学博士の学位論

文として価値があるものと認める｡
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